ガイガーカウンタシールド基板GC-01　v1.0

本基板は、趣味と実験用に開発された、ガイガーカウンタ基板です。本基板を使用することで、音とLEDにより、放射線を確認することが可能です。但し、本基板だけでは、放射線レベルを数値化することはできません。

　また、基板はArduinoシールドとして設計されており、ArduinoやPIC、AVRその他のマイコンに接続し自分でプログラム等を開発することで、拡張を行う事が可能です。

　弊社では、関連プログラム等を製品として扱わず、フリーウェアとして公開しております。

仕様

GM管方式　仕様によって感度が変わります。

電源　DC5V

高圧電源　DC/ACコンバータ　付属品（電圧可変可）

検出出力　LEDおよびブザー

外部出力　TTLレベル　負論理出力

製品及び付属品

１：GC-01基板完成品　　　　　1枚

２：GM管接続金具　　　　　　2個

３：GM管（付属の場合）　　　1本

４：コネクタ付電源ケーブル　　1本

お客様で用意する物

１：工具

２：電源　5V100mAの定電圧電源もしくは電池等

３：Arduinoもしくは互換機　開発環境等＊

＊放射線を数値化するのに必要

ご注意

１：本キットは高圧電圧を発生させ使用します。感電には、十分注意してください。

２：本キットは身近な放射線を検出し変化を観測し楽しむ趣味の製品です。決して、生命や人体に影響がある線量の検出、確認用などには使用しないでください。

また、本装置を利用して発生した一切の事故及び問題は、弊社及び販売店、設計者、助言者は一切責任を負いません。

３：本資料は一切の変更などを行わない場合、インターネットでの公開、二次配布について、制限を行いません。但し、資料内容の変更したものや、資料の一部だけの再配布は禁止いたします。＊事前承諾が有る場合は除く

組立方法　　基板状はハンダ付け済みです。　結線のみ
１：部品の欠品などがございましたら、販売店にお問合せください。

２：JP1をショートしてください。（ブザーから音が出ます。）

３：電源ケーブルを作る。J9は単体使用の場合、+5V～9Vまで給電で動作します。　　　Arduinoに接続して使う場合、J9からの給電は行えません。Arduinoより給電を行ってください。Arduinoを接続し、J9より+5V以上の電圧を加えるとArduino基板を故障させる可能性があります。　ご注意ください。

４：GM管への接続は、付属の金具にハンダ付けしてください。　

５：GM管の接続は、J5（高電圧プラス・赤色）、J6（GND・茶色）になります・

６：専用DC/AC電源の電源コネクタ（赤黒）をJ10に、高電圧（赤コネクタ）コネクタ　　　　をJ7、GND（白コネクタ）をJ8に接続してください。
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調整方法

１：電源を入れると高電圧が発生しますので、ショート、感電に注意ください。

２：ハイインピーダンス高電圧計をお持ちの方は、GM管にかかる電圧を調整し、GM管に最適な電圧になるよう、半固定抵抗器（R7）を調整してください。

３：ハイインピーダンス高電圧計が無い場合、放射線が少ないと思われるところで、検出音を聞きながら、GM管のバックグランド数に近くなる様、半固定抵抗器（R7）を調整してください。  時計回り方向で電圧が下がります。

４：もし、電圧が高すぎる場合（正常なBGの回数にならない等）高抵抗（付属）を　　　　R2(現在はジャンパしています)に取り付けて調整してください。　

3MΩ 5.1MΩ 7.5MΩ 10MΩが付属しています。
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実験

今回は、CAPTAIN STAGのマントル<M>3枚組みNo,M-7907を使用していました。

センサーにマントルを貼り付けると、バックグランドとの違いがあります。

　放射線が少ない場合、変化を感じれない場合があります。その場合、Arduinoを使い、数値化（移動平均）と比較することで線量の増加を知ることができます。

ロシア製　CI-3BG( SI-3BG )で満足できない場合は高感度のJ408γをお求めください。

拡張性

本装置は、Arduinoのシールドとして利用できます。電源はArduinoより給電することができます。放射線検出信号は、デジタル入出力ピン３（INTO）に接続されています。信号は負論理（放射線を検出した時、Lレベル）になります。

この信号を1分間に何回検出するかで、CPM（カウントパーミニット）に変換することができます。Arduinoのサンプルスケッチをダウンロードし参考に拡張をお楽しみください。

情報、サンプルスケッチ、その他のダウンロードについて

次のURLにてGC-01の情報を開示しております。

http://7777777777.net/7x10/ 

専用マイコン販売の案内

サンプルスケッチを書き込んだマイコンを販売する予定がございます。このマイコンをArduinoUno Duemilanove 、互換基板　AE-Atmega基板（USB-IFは別途必要）もしくは、部品による自作品に装着することで、16x02液晶表示（半田付けの必要あり）、パソコンへのシリアル接続、記録したデータをエクセルなどでの解析などが行う事ができます。

専用液晶販売の案内

GC-01用に16X02白抜きLCDセットを用意しました。LCD本体、圧着済みケーブル、LCD調整用半固定抵抗がセットになっており、GC-01に直接半田付けを行うことで接続します。サンプルスケッチではリアルカウント、CPM表示、移動平均が表示する事ができます。

本製品のサポートについて

本基板及び部品類のサポートは、購入店にてお願いします。
101-0021東京都千代田区外神田1-10-11東京ラジオデパート1F
        マイクロ・パワー研究所　担当　高橋
         info@mpl.jp         

